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昨年1年間で日本を訪れた外国人観光客の累計は、初めて1000万人を超えた。安倍内閣では、昨年6月に「観
光立国実現に向けたアクションプログラム」を策定し、「日本ブランド」の発信、多言語への対応など外国人観光
客が旅行しやすい環境整備、国際会議の誘致など戦略的、総合的な施策を実行している。また、富士山が世界文化
遺産に登録され、各業界では外国人観光客に対する受入等、サービス体制の充実が急務とされている。
さらに、観光業界に限らず、外国人観光客の増加は、例えばタクシー業、飲食業、小売業など商業、サービス業
全体に波及するものと考えられる。
そこで、本会では組合や組合員の外国人観光客受入の現状と取組についてのアンケート調査、事例調査を行い、
組合や中小企業に与える影響と課題等について研究を行った。
今回の特集では、その調査結果の概要を紹介し、外国人等の観光客受け入れを新たなビジネスチャンスとして捉

えるとともに、組合の今後の取組や中央会の役割等について考える。

特集

増える外国人観光客！
～観光客受け入れを新たなビジネスチャンスにするための今後の取組～

◇ 

国
の
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

訪
日
外
国
人
数
の
推
移

１.  

訪
日
外
国
人
の
推
移

平
成
一
五
年
、
日
本
人
海
外
旅
行
者
数
は
一
，

六
五
二
万
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
訪
日
外
国
人

観
光
客
数
は
五
二
四
万
人
で
あ
り
、
日
本
人
海
外

旅
行
者
数
に
対
し
て
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
は
三

分
の
一
で
あ
っ
た
。

こ
の
格
差
を
是
正
す
べ
く
、国
土
交
通
大
臣
は
、

関
係
省
庁
お
よ
び
民
間
団
体
・
企
業
に
よ
る
「
ビ

ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
本
部
」
を

同
年
四
月
一
日
に
発
足
さ
せ
た
。

当
初
の
目
標
は
平
成
二
二
年
ま
で
に
年
一
千
万

人
の
外
国
人
が
訪
日
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
海

外
各
国
で
の
日
本
観
光
の
広
報
活
動
や
国
内
に
お

い
て
外
国
人
旅
行
者
向
け
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

を
行
っ
て
き
た
。

平
成
二
〇
年
に
は
外
国
人
観
光
客
数
は

八
三
五
万
人
と
な
り
過
去
最
高
を
記
録
し
た
が
、

同
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
的

な
不
況
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
平
成
二
一
年
に

六
七
九
万
人
と
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。

平
成
二
三
年
に
は
東
日
本
大
震
災
で
再
度
大

き
く
落
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
、
平
成
二
四
年
末

か
ら
の
円
安
進
行
に
よ
り
訪
日
外
国
人
観
光
客

数
は
大
幅
に
回
復
、
平
成
二
五
年
に
は
年
間
一
，

〇
三
六
万
人
の
訪
日
外
国
人
観
光
客
数
を
記
録

し
、
一
千
万
人
の
目
標
を
超
え
た
。
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出典「日本政府観光局（JNTO）」
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２.

国
別
の
訪
日
観
光
客
数
の
推
移

政
府
観
光
局
の
デ
ー
タ
（
平
成
二
五
年
一
二
月

の
確
定
値
）
に
よ
る
と
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
の

国
別
の
観
光
客
数
の
前
年
比
を
見
る
と
、
全
体
の

伸
び
率
が
二
四
％
の
中
で
、
マ
イ
ナ
ス
の
伸
び
率

を
示
し
た
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
で
あ
っ
た
。

逆
に
五
〇
％
以
上
の
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
の
は
、

タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
台
湾
で
あ
り
、
中
国
を
除
い
た

ア
ジ
ア
地
域
は
大
き
な
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
各
地
か
ら
の
観
光
客
が
増
加
し
て
お

り
、
訪
日
観
光
客
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
増
加
の
要
因
と
し
て
は
、
円
安
が
進
行

し
た
こ
と
と
と
も
に
、
ビ
ザ
発
行
基
準
の
緩
和
や

L
C
C
（
低
価
格
の
航
空
運
航
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど

の
格
安
航
空
会
社
が
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
の
日
本
航

路
を
増
や
し
た
こ
と
に
よ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
概
要

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
に
関
連

の
深
い
地
域
の
組
合
に
外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応

等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

対
象
は
、
四
八
組
合
、
調
査
時
期
は
平
成
二
五

年
一
一
月
、
回
答
は
二
〇
組
合
か
ら
得
た
。

〈
地
区
〉  

熱
海
市
、
沼
津
市
、
御
殿
場
市
、

富
士
宮
市
、
富
士
市
、
静
岡
市
清
水
区

〈
業
種
〉  

食
料
品
小
売
、
サ
ー
ビ
ス
、
商
店
街
、

運
輸
業

※ 

組
合
員
数
の
規
模
は
様
々
で
あ
り
、
半
数
は

組
合
員
数
が
一
一
社
か
ら
五
〇
社
。
組
合
員

数
が
一
〇
〇
社
以
上
は
三
組
合
で
あ
っ
た
。

〇
外
国
人
観
光
客
数
の
増
減

外
国
人
観
光
客
の
数
は
「
変
化
な
し
」
が
半
数

以
上
を
占
め
、変
化
へ
の
実
感
は
弱
い
。（
図
表
①
）

別
に
行
っ
た
事
業
所
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
地
域
ご
と
に
違
い
が
あ
り
、
富
士
宮
で

は
六
割
が
「
増
え
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
が
、

清
水
区
で
は
「
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
が
六

割
で
あ
っ
た
。
外
国
人
観
光
客
数
の
増
減
は
、
地

域
差
が
あ
る
模
様
。

〇
今
後
の
外
国
人
観
光
客
の
増
減
予
測

H24.1～12 H25.1～12 伸び率（％）
韓国 2,042,775 2,456,165 20.2
中国 1,425,100 1,314,437 －7.8
台湾 1,465,753 2,210,821 50.8
タイ 260,640 453,642 74.0
インドネシア 101,460 136,797 34.8
フィリピン 85,037 108,351 27.4
インド 68,914 75,095 9.0
ベトナム 55,156 84,469 53.1
イスラエル 10,413 14,478 39.0

アジア 6,387,977 8,115,789 27.0
アメリカ 716,709 799,280 11.5
カナダ 135,355 152,766 12.9
メキシコ 18,502 23,338 26.1

北アメリカ 876,401 981,981 12.0
ブラジル 32,111 27,105 －15.6

南アメリカ 51,151 49,930 －2.4
オーストラリア 206,404 244,569 18.5
ニュージーランド 31,853 36,954 16.0

オセアニア 241,513 284,886 18.0

H24.1～12 H25.1～12 伸び率（％）
イギリス 173,994 191,798 10.2
フランス 130,412 154,892 18.8
ドイツ 108,898 121,776 11.8
イタリア 51,801 67,228 29.8
ロシア 50,176 60,502 20.6
スペイン 35,207 44,461 26.3
オランダ 30,266 33,861 11.9
スイス 24,329 28,322 16.4
ベルギー 14,608 16,558 13.3
ポルトガル 8,408 11,604 38.0
ノルウェー 11,447 14,085 23.0

ヨーロッパ 775,840 904,132 16.5
アフリカ 24,725 26,697 8.0

総　数 8,358,105 10,363,904 24.0

※JNTOの資料を加工

訪日外国人客数の国別増減（単位：人）

図表① 外国人観光客数の増減図表②   今後の外国人観光客の
増減予測

数年前よりも増えて
いると思う
30% 6件

変化なし
60% 12件

数年前よりも増えて
いると思う
30% 6件

変化なし
60% 12件

数年前よりも
減っていると思う

10% 2件

外国人観光客は
増えてくると思う

65% 13件

外国人観光客は
増えてくると思う

65% 13件 

外国人観光客は
増えてこないと思う

10% 2件

 

わからない
25% 5件
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今
後
、
外
国
人
観
光
客
の
数
が
増
え
て
く
る
と

答
え
た
事
業
所
が
三
分
の
二
を
占
め
た
。

〇
外
国
人
観
光
客
に
対
応
す
る
た
め
の

組
合
の
共
同
事
業

調
査
時
点
で
、
外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応
に
共

同
で
取
り
組
ん
で
い
る
組
合
は
、
富
士
宮
市
内
の

商
店
街
振
興
組
合
一
組
合
で
あ
っ
た
。
内
容
は
、

「
各
店
舗
に
言
語
簡
単
表
」
を
掲
示
し
て
い
る
と

の
こ
と
。

外
国
人
観
光
客
が
増
え
て
く
る
と
考
え
て
い
る

地
域
で
あ
っ
て
も
、
組
合
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
組
合
は
少
な
い
。

〇
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
に
関
す
る

組
合
の
課
題

現
状
で
は
、
共
同
で
対
応
す
る
の
が
困
難
で
あ

る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
内
容
で
あ
っ
た
。今
後
、

ど
の
よ
う
に
組
合
と
し
て
課
題
を
克
服
す
る
か
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

〇
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
後
の

国
内
、海
外
か
ら
の
来
訪
者
数
の
変
化

富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
後
、海
外
客（
図

表
⑥
）
よ
り
も
国
内
客
（
図
表
⑤
）
が
い
ち
早
く

増
え
た
と
い
う
印
象
が
強
い
模
様
。

〇
経
営
者
の
事
業
意
欲
の
変
化

三
分
の
二
に
当
た
る
六
〇
％
の
組
合
で
、
世
界

文
化
遺
産
登
録
を
「
無
関
係
」
と
捉
え
て
い
る
組

合
員
が
多
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
三
〇
％
の
組

合
で
「
チ
ャ
ン
ス
」
と
と
ら
え
て
い
る
組
合
員
が

い
る
と
回
答
。

図表③ 共同事業としての取組状況

実施していない
（組合員個々で対応）

84% 11件

実施していない
（組合員個々で対応）

84% 11件

既に実施している
8% 1件

実施はしていないが
今後検討したい

8% 1件

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5（％）

対応している時間や人手がない

外国語で対応できる人員の確保ができない

語学やマナーなどの教育が不十分

既存のサービスや商品が外国人観光客向けではない

受入について組合員の意識が統一されていない

組合に資金がない

ＰＲ活動ができていない

外国人観光客の絶対数が少ない

受入をする必要性を感じない

エージェント等への営業活動ができていない

どのような対策が必要か等の情報がない

外国人観光客のニーズがわからない 1件
1件

2件

3件
3件
3件

3件

4件

4件
4件

4件

4件

図表④ 外国人観光客の受け入れに関する組合の課題

図表⑤ 国内客数の変化図表⑥ 海外客数の変化

増えた
32% 6件

変化なし
63% 12件

増えた
32% 6件

 

変化なし
63% 12件

 

減った
5% 1件 

増えた
16% 3件

変化なし
74% 14件

増えた
16% 3件

 

変化なし
74% 14件

 

減った
10%
2件
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ご
意
見　

・
旅
行
会
社
か
ら
の
問
合
せ
が
増
加

　
　
　
　

・  

従
業
員
の
世
界
遺
産
に
つ
い
て
の
学

習
意
欲
が
向
上
し
た

〇
商
品
や
催
事・イ
ベ
ン
ト
な
ど

外
国
人
観
光
客
に
喜
ば
れ
そ
う
な
も
の

「
あ
る
」
と
し
た
回
答
の
具
体
例

　
　
　

・
お
祭
り
や
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

　
　
　

・
呉
服
店
、
和
服
文
化

　
　
　

・
港
の
食
堂
街

外
国
人
観
光
客
に
受
け
そ
う
な
商
品
や
イ
ベ
ン

ト
が
あ
る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
あ
る
」

と
の
回
答
は
約
四
割
で
あ
っ
た
。

国
の
施
策
に
も
あ
る
よ
う
に
、
観
光
業
は
、
今

後
の
成
長
産
業
と
し
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
組
合
並
び
に
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
関

連
の
薄
い
と
思
わ
れ
る
業
種
や
職
種
で
あ
っ
て

も
、
増
大
す
る
需
要
が
あ
る
限
り
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
前
向
き
に
事
業
参
入
や

ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

ま
た
、
観
光
業
関
連
の
業
種
に
限
ら
ず
、
製
造

業
や
建
設
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
業
界

で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
は
一
層
加
速
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
外
国
人
を
相
手
と
し
た
事
業
や

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
仕
事
上
の
ル
ー
ル
作
り
や

対
応
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

最
後
に
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
組
合
並
び
に

中
小
企
業
の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
提
案
す
る
。

１.

県
や
市
町
が
考
え
る
施
策
や

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
理
解

多
く
の
組
合
並
び
に
中
小
企
業
は
、
外
国
人
観

光
客
受
け
入
れ
に
関
す
る
情
報
を
求
め
て
い
る
。

ま
ず
は
、
県
や
市
町
の
策
定
し
て
い
る
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
・
観
光
行
動
計
画
等
を
知
っ
て
、
施
策
の

方
向
性
や
予
算
規
模
な
ど
を
理
解
し
、
組
合
や
自

社
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
が
な
い
か
考
え
よ
う
。

静
岡
県
で
は
、
平
成
二
五
年
度
に
「
ふ
じ
の
く

に
観
光
躍
進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。
観
光
事

業
者
や
地
域
住
民
、
地
域
中
小
企
業
が
ど
の
よ
う

に
観
光
事
業
に
参
画
し
て
い
く
べ
き
か
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
あ
る
。
こ
の
基
本
計
画
を
、
よ
り

多
く
の
事
業
者
、
住
民
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

静
岡
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ふ
じ
の
く
に
観
光
躍
進
基
本
計
画
」
U
R
L

http://w
w
w
.pref.shizuoka.jp/bunka/bk-

210/25kankoukihonkeikaku.htm
l

２.

外
国
語
表
記
や
外
国
人
観
光
客
向
け
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
創
設

今
後
さ
ら
に
、
様
々
な
国
や
地
域
か
ら
観
光
客

が
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
組
合
も
あ
る
が
、
ま

ず
は
、最
低
限
必
要
と
な
る
「
外
国
語
表
記
」「
語

学
研
修
」「
宗
教
に
つ
い
て
の
知
識
も
含
め
た
マ

ナ
ー
」
な
ど
に
つ
い
て
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

誘
客
面
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
来
日
外
国
人
が
事

前
に
母
国
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情
報
収

集
を
行
い
、旅
行
先
を
決
め
て
い
る
。
誘
客
に
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
提
供
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
提
供
す
る
情
報
は
、
日
本
語
サ
イ
ト
の

翻
訳
版
で
は
な
く
、
で
き
る
限
り
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

視
点
で
情
報
加
工
す
る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め

に
も
、
地
元
在
住
の
語
学
講
師
な
ど
の
外
国
人
を

サ
イ
ト
運
営
者
と
し
て
登
用
し
て
い
く
こ
と
も
有

効
で
あ
る
。

図表⑦   文化遺産登録後の
事業意欲の変化

図表⑧   外国人受けしそうな
商品・催事・イベント
の有無

チャンスと
とらえている
事業所が多い

32% 6件 
事業には

関係ないと考えて
いる事業所が多い

68% 13件

チャンスと
とらえている
事業所が多い

32% 6件 
事業には

関係ないと考えて
いる事業所が多い

68% 13件

ある
44% 7件

ない
56% 9件

ある
44% 7件

ない
56% 9件
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３.

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
す
る
た
め
に
！

従
来
か
ら
の
観
光
業
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
住

民
や
地
元
中
小
企
業
者
が
、
観
光
業
関
連
事
業
に

新
た
に
参
入
で
き
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
。

特
に
、「
案
内
人
・
ガ
イ
ド
」
に
お
い
て
は
、

外
国
人
観
光
客
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
語
学
対
応

の
で
き
る
人
材
が
必
要
で
あ
る
。
同
時
に
、
案
内

人
を
育
成
す
る
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を

維
持
、
向
上
さ
せ
る
仕
組
み
も
重
要
に
な
る
。

ま
た
、
外
国
人
向
け
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
情
報
発
信
が
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な

る
た
め
、
人
材
の
確
保
も
必
要
。
こ
の
分
野
で
も

民
間
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

地
域
に
点
在
す
る
隠
れ
た
魅
力
や
、
現
地
で
し

か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
深
い
体
験
、
新
鮮
な

感
動
な
ど
を
観
光
資
源
と
し
て
育
成
し
、
そ
れ
を

取
り
ま
と
め
て
、
大
手
旅
行
業
者
な
ど
に
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
提
供
で
き
る
旅
行
プ
ラ
ン
ナ
ー
も
求
め

ら
れ
る
。
世
界
遺
産
等
の
メ
ジ
ャ
ー
な
資
源
を
、

た
だ
見
る
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
な
い
と
考
え
る
多

様
化
・
高
度
化
し
た
旅
行
者
に
対
し
、
十
分
な
満

足
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
観
光
業
界
に

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

【
今
後
、
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
分
野
】

 

ガ
イ
ド
、案
内
人 

観
光
資
源
等
等
に
つ
い
て
、
説
明
し
な
が
ら
案
内

の
で
き
る
ガ
イ
ド

外
国
人
観
光
客
向
け
に
は
、
知
識
と
語
学
力
の

あ
る
通
訳
・
案
内
人
が
多
数
必
要
と
な
る
。
観
光

資
源
の
歴
史
や
物
語
な
ど
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
資
格
制
度

や
認
定
制
度
な
ど
の
整
備
を
検
討
す
る
。

 

旅
行
プ
ラ
ン
ナ
ー 

地
域
の
観
光
資
源
を
発
掘
し
、
そ
れ
ら
を
適
切
に

組
み
合
わ
せ
た
ル
ー
ト
を
開
発
し
て
、
国
内
外
の

旅
行
業
者
に
提
案
の
で
き
る
旅
行
プ
ラ
ン
ナ
ー

自
然
や
歴
史
、
景
観
を
生
か
し
て
、
以
下
の
よ

う
な
分
野
で
も
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
・
主
催
し
、

旅
行
業
者
や
行
政
に
提
案
す
る
こ
と
も
必
要
と
な

る
。

▽
学
問
的
な
分
野
例

富
士
山
の
地
質
学
、
火
山
学
、
動
植
物
研
究
等

▽
趣
味
的
な
分
野
例

 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
マ
ラ
ソ
ン
や
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
等

 

海
外
向
け
の
観
光
情
報
発
信
者 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
、
海
外
に
向
け
て
英
語

等
で
情
報
発
信
す
る
事
業
者

情
報
の
鮮
度
を
重
視
す
る
た
め
、
自
身
で
取
材

す
る
行
動
力
も
必
要
と
な
る
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
で
あ
れ
ば
、
な
お
良
い
。

中
央
会
の
今
後
の
役
割
と

新
た
な
共
同
事
業
の
提
案

・
創
業
支
援
と
組
織
化

例
え
ば
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
、
ガ
イ

ド
需
要
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

案
内
す
る
内
容
の
平
準
化
、
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
の
教
育
や
資
格
制
度
な
ど
、
効

率
的
な
組
織
運
営
に
は
組
合
の
設
立
を
通

し
た
対
応
を
推
進
す
る
。

・
共
同
購
入
等
、既
存
組
合
他
に
対
す
る
支
援

多
国
語
音
声
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
機
、
翻
訳
シ
ス
テ
ム
な
ど

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
と
し
た
設
備
投
資
等

を
行
う
場
合
に
は
共
同
購
入
事
業
、
組
合

向
け
融
資
制
度
等
の
利
用
促
進
を
は
か
る
。

・
観
光
分
野
へ
の
新
規
参
入
支
援

食
品
業
界
や
宿
泊
業
界
等
、
既
存
の
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
観
光
客
向
け
に
ア
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が

る
可
能
性
が
あ
る
。
外
国
人
向
け
の
新
商

品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
目
指
す
事
業

者
に
よ
る
組
織
化
を
推
進
し
、
観
光
客
の

ニ
ー
ズ
調
査
、
共
同
宣
伝
な
ど
の
事
業
支

援
を
目
指
す
。

右
記
の
取
組
等
、
組
合
の
課
題
解
決
に
は
、
中
央

会
の
助
成
事
業
を
是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

詳
細
、
お
問
合
せ
は
、
中
央
会
指
導
部
ま
で

電
話
：
0
5
4
（
2
5
4
）
1
5
1
1
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（大会キャッチフレーズ）
団結は力　見せよう組合の底力！～組合で進めよう 中小企業の持続的発展～

第66回中小企業団体全国大会
参加募集のご案内

全国の中小企業団体の代表が一堂に会し、自らの決意を内外に表明するとともに、国等に対して中小企業振興施策の強
化充実を訴え、中小企業組合を中心とする連携組織を通じた中小企業の安定的な発展、豊かな社会の実現を図ることを目
的に中小企業団体全国大会が開かれます。
静岡県中央会では、今年も全国大会参加ツアーをご用意致しました。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

会　期／平成26年10月23日（木）13時30分～
会　場／日比谷公会堂　（東京都千代田区日比谷公園1-3）

行程表　●募集人員：40名様　（定員になり次第、締め切らせていただきます）

参加料金（大会参加費含む）・お問合せ先
三島駅・熱海駅発着 静岡駅・新富士駅発着 浜松駅・掛川駅発着

39,000円 42,000円 46,000円
中央会東部事務所 中央会静岡事務所 中央会西部事務所

（担当：野沢浩之輔）
TEL：055-963-4511
FAX：055-963-8307

（担当：薮崎義行）
TEL：054-254-1511
FAX：054-255-0673

（担当：関本　博）
TEL：053-453-2195
FAX：053-453-2198

こだま640号　※詳細な乗車時刻につきましては、後日、参加ご希望者の皆様に改めてご連絡いたします。
浜松駅□■□掛川駅□■□静岡駅□■□新富士駅□■□三島駅□■□熱海駅□■□〔新幹線車中にてお弁当〕□■□品川駅
10：20 10：32 10：52 11：09 11：21 11：29 12：10

= バス移動10分 = 日比谷公会堂 第66回中小企業団体全国大会
    13：30～16：00

= 徒歩5分 = 帝国ホテル 表彰伝達式・懇親パーティー
    16：40～18：40

※帝国ホテルにて解散。ご希望の新幹線各駅までの切符をお渡しします。
※帝国ホテルから　JR有楽町駅まで〈徒歩 約10分〉
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静
岡
県
印
刷
工
業
組
合
（
西
貝
誠
一

理
事
長
）
は
、
こ
の
度
「
メ
デ
ィ
ア
・

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
M
U
D
）

セ
ミ
ナ
ー
」
を
県
内
三
会
場
で
開
催
し

た
。
静
岡
会
場
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
学

ぶ
専
門
学
校
生
を
中
心
に
、
約
五
〇
人

が
参
加
。
専
門
家
よ
り
事
例
紹
介
を
交

え
、
M
U
D
の
広
が
り
や
意
義
に
つ
い

て
解
説
さ
れ
た
。

M
U
D
と
は
、
一
般
の
方
は
も
と
よ

り
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
供
や
外

国
人
他
、
平
等
に
情
報
を
伝
え
、
便
利

で
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
色
覚
に
異
常
が
あ
る

人
は
、
日
本
人
男
性
で
約
二
〇
人
に

一
人
と
言
わ

れ
、
日
本
全
体

で
は
三
二
〇
万

人
に
の
ぼ
り
、

M
U
D
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て

い
る
。

組
合
で
は
、

平
成
一
六
年
か

ら
M
U
D
の
普

及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

今
回
で
八
回
目
と
な
る
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
見
や
す
さ

や
デ
ザ
イ
ン
性
、
機
能
性
な
ど
に
配
慮

し
た
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
等
の
作
品
を

全
国
か
ら
募
集
し
て
い
る
（
九
月
末
締

切
り
）。

篠
原
弘
副
理
事
長
は
、
当
日
の
挨
拶

で
「
昨
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
県
内

の
作
品
が
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め

た
。
M
U
D
の
県
内
レ
ベ
ル
は
確
実
に

向
上
し
て
い
る
。
今
後
も
、
伝
統
あ
る

印
刷
文
化
を
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、

M
U
D
の
精
神
が
浸
透
す
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
詳
細
等
は
、
組
合
事
務

局
ま
で
。

電
話
：
0
5
4（
2
8
6
）5
1
7
1

県
内
の
自
転
車
販
売
店
四
八
五
社
で

構
成
さ
れ
る
静
岡
県
自
転
車
軽
自
動
車

商
業
協
同
組
合
（
栗
田
晃
理
事
長
）
は
、

六
月
二
九
日
、
任
意
組
織
の
創
立
か
ら

一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
、「
し
ず
お
か

自
転
車
寄
席
」
を
静
岡
市
清
水
区
の
清

水
テ
ル
サ
で
開
催
し
た
。

当
日
は
、
組
合
員
と
そ
の
顧
客

三
〇
〇
人
余
り
が
出
席
。
三
遊
亭
鳳
楽

師
匠
と
三
遊
亭
小
円
歌
師
匠
が
落
語
と

三
味
線
漫
談
を
披
露
し
た
。

二
人
の
師
匠
は
自
転
車
に
ま
つ
わ
る

子
供
の
頃
の
思
い
出
や
小
話
を
話
し
た

後
、
鳳
楽
師
匠
は
古
典
落
語
の
「
子
ほ

め
」、「
抜
け
雀
」
を
、
小
円
歌
師
匠
は

漫
談
の
他
、
都
都
逸
や
踊
り
を
演
じ
、

会
場
を
沸
か
せ
た
。
当
日
の
様
子
は
、

後
日
、S
B
S
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
た
。

記
念
事
業
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た

通
常
総
代
会
で
は
、
事
業
・
決
算
報
告

な
ど
の
議
案
審
議
と
と
も
に
一
〇
〇
周

年
を
迎
え
た
当
組
合
の
歩
み
を
振
り
返

り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
組
合
の
発
展
、

共
同
事
業
の
活
性
化
を
誓
っ
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
、
当
記
念
事

業
の
実
行
委
員
長
も
務
め
た
篠
原
賢
一

氏
が
理
事
長
を
退
任
、
新
た
に
栗
田
晃

氏
が
理
事
長
に
就
任
し
た
。

栗
田
理
事
長
は
、
就
任
挨
拶
で
「
自

転
車
に
対
す
る
規
制
が
強
化
さ
れ
る
な

か
、
組
合
の
存
在
価
値
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
。
組
合
員
の
減
少
な
ど
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
相
互
扶
助
の
精

神
で
、
声
を
出
し
合
い
、
協
力
し
あ
っ

て
次
の
二
〇
〇
年
に
向
け
進
ん
で
い
こ

う
」
と
力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。

メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
M
U
D
）セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

―
M
U
D
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
―

静
岡
県
印
刷
工
業
組
合

組
合
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

―「
し
ず
お
か
自
転
車
寄
席
」を
開
催
―

静
岡
県
自
転
車
軽
自
動
車
商
業
協
同
組
合

▼熱心に聞き入るセミナー参加者

▲ コンテストへの参加を呼び掛けた
篠原副理事長

▲ テレビやラジオでもおなじみの三遊亭
鳳楽さんが落語2席を披露した

▲ 就任挨拶を述べる栗田晃新理事長
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あ
さ
ぎ
り
フ
ー
ド
パ
ー
ク
協
同
組

合
（
蓑
功
理
事
長
）
は
、
富
士
宮
市
の

助
成
事
業
を
活
用
し
、
組
合
員
が
取
り

扱
う
食
材
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
開

発
、
五
月
か
ら
販
売
し
て
い
る
。

こ
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
は
、
富
士
山
麓

で
生
産
さ
れ
た
鶏
卵
、
粉
末
緑
茶
の
ほ

か
、
生
ク
リ
ー
ム
や
竹
炭
な
ど
の
地

元
食
材
を
用
い
て
製
造
し
、
上
品
な

甘
さ
と
柔
ら
か
な
口
当
た
り
が
特
徴

で
あ
る
。
フ
ー
ド
パ
ー
ク
内
の
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
話
題
を
集
め
て
い
る

「
溶
岩
樹
型
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
お

り
、「
溶
岩
巻
き
」
と
名
付
け
た
。

富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
一
周

年
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
や
、
東
京
で
開
催

さ
れ
た
商
談
会
等
で
も
評
判
は
上
々
で
、

月
約
二
千
個
の

販
売
実
績
を
上

げ
て
い
る
。

ま
た
、
組
合

で
は
、「
溶
岩

巻
き
」に
続
く
、

組
合
員
の
コ
ラ

川
根
本
町
の
寸
又
峡
で
、七
月
五
日
、

夏
山
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
を
告
げ
る
南

ア
ル
プ
ス
「
山
開
き
・
安
全
祈
願
祭
」

が
行
わ
れ
た
。

当
イ
ベ
ン
ト
は
、
誘
客
活
動
の
一
環
と

し
て
、
平
成
一
一
年
か
ら
始
ま
り
、
寸
又

峡
美
女
づ
く
り
の
湯
観
光
事
業
協
同
組

合
（
望
月
孝
之
理
事
長
）
の
企
画
運
営

の
も
と
、
川
根
本
町
ま
ち
づ
く
り
観
光

協
会
と
の
共
催
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

寸
又
峡
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
祈
願

祭
に
は
、
川
根
本
町
鈴
木
敏
夫
町
長
を

は
じ
め
、
国
会
議
員
や
行
政
、
観
光
協

会
、
警
察
、
消
防
な
ど
多
方
面
の
関
係

者
八
〇
人
余
り
が
参
列
、
山
開
き
を
祝

い
、
登
山
の
安
全
や
地
域
発
展
を
祈
願

し
た
。

祈
願
祭
終
了
後
に
は
、
静
岡
大
学
理

学
部
の
増
沢

武
弘
特
任
教

授
に
よ
る
南

ア
ル
プ
ス
の

自
然
環
境
を

テ
ー
マ
と
し

た
特
別
講
演

会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
日
集

ま
っ
た
登
山
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
客
は
早

速
、
寸
又
峡
上
流
域
を
探
訪
す
る
と
と

も
に
、
無
料
で
配
布
さ
れ
た
入
浴
券
を

利
用
し
、
寸
又
峡
温
泉
を
楽
し
ん
だ
。

望
月
理
事
長
は
、「
今
年
は
、
南
ア

ル
プ
ス
が
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て

五
〇
周
年
を
迎
え
る
。
ま
た
、
念
願
で

あ
っ
た
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録

さ
れ
た
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
一

層
注
目
を
集
め
る
絶
好
の
機
会
。
登
山

の
安
全
を
願
う
と
と
も
に
、
寸
又
峡
が

一
層
賑
わ
う
よ
う
、
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

当
組
合
他
で
は
そ
の
他
、
情
緒
あ
ふ

れ
る
昔
な
が
ら
の
寸
又
峡
温
泉
を
広
く

P
R
し
よ
う
と
、
一
〇
月
に
「
和
紙
の

あ
か
り
展
」
を
企
画
。
現
在
、
和
紙
と

天
然
素
材
を
用
い
た
「
あ
か
り
造
形
作

品
」
を
募
集
し
て
い
る
。

組
合
員
コ
ラ
ボ
商
品
第
一
弾

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ「
あ
さ
ぎ
り
溶
岩
巻
き
」好
評
発
売
中
！

あ
さ
ぎ
り
フ
ー
ド
パ
ー
ク
協
同
組
合

夏
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

川
根
本
町
　
南
ア
ル
プ
ス
寸
又
峡
口
山
開
き

寸
又
峡
美
女
づ
く
り
の
湯
観
光
事
業
協
同
組
合

▲ 組合の販売棟では、
溶岩巻きの他にも
魅力あふれる組合
員の商品が並ぶ

▼モチーフとなった溶岩樹型
　中心からは富士山が望める

▼厳かな雰囲気のもと行われた神事

▲ 組合の販売棟では、

▲ 溶岩巻き

詳細は、
組合ホームページ参照
http://sumatakyo-
spa.com/

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
第
二
弾
「
あ
さ
ぎ

り
フ
ー
ド
パ
ー
ク
パ
フ
ェ
」
を
開
発
中

で
あ
る
。

遠
藤
岩
男
専
務
理
事
は
、「
溶
岩
巻

き
の
開
発
に
よ
っ
て
、
組
合
員
の
団
結

力
が
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。
次
の
商
品
で

は
、
さ
ら
に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
枠

を
拡
大
し
、
フ
ー
ド
パ
ー
ク
内
を
回
遊

す
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
る
」と
述
べ
、

第
二
弾
商
品
の
ヒ
ッ
ト
に
さ
ら
な
る
期

待
を
寄
せ
る
。

当
組
合
は
、
富
士
宮
市
朝
霧
高
原
に

立
地
し
、
食
に
携
わ
る
六
社
で
構
成
さ

れ
る
「
工
房
団
地
（
フ
ー
ド
パ
ー
ク
）」

と
し
て
多
く
の
来
場
者
を
集
め
て
い
る
。

「
溶
岩
巻
き
」
は
、
一
個
二
〇
〇
円
。

フ
ー
ド
パ
ー
ク
内
の
組
合
販
売
棟
や
組

合
員
の
工
房
で
購
入
で
き
る
。
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（平成26年6月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員60名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

■製造業
・		今夏も電気料金値上がりの大きな負担がのしかかる状況にあ
る。消費税増税後、消費動向に不透明感が残り不安が募る。（水産
食料品）
・		浴衣時期も生産が終わり、これから生産が少し落ちる。（織物業）
・		先月に引き続き好転が見られず、非常に厳しい現状である。前年
並の売上確保はできたが、これからの動きが気になる。（宗教用
具製造業）
・		年度初めより、若干の好気配はあるものの、昨年の水準には到底
及ばない。（木材・木製品）
・		増税の出荷は落ち着き始め、売価も値上げへと動いているもの
の燃料や電力料金等のエネルギー費用が上昇することで業績自
体は圧迫されている。（パルプ・紙・紙加工品）
・		低空のまま変化がない。（印刷・同関連）
・		消費税増税による生産減が回復傾向にあるが、今月は残念な結
果となった。（金属製品）
・		受注問い合わせ件数は増加しているが、納期集中やコスト面で
の折り合いがつかず成約できないケースがみられる。また、今後
ますます上昇が見込まれる電気料金や原材料価格高騰が大きな
経営圧迫要因になっている。（生産用機械器具）
・		消費増税前の駆け込み需要の反動で４月、５月の販売が低調
だったため、６月の生産は前年比、若干の減となった。（電気機械
器具）
・		自動車部品メーカーの生産は、４月以降消費増税の影響で、対前
年では微減となっている。（輸送用機械器具）
・		消費税増税前の駆け込み需要の反動が出ているが、車種によっ
ては生産増が続いているところもあり、前年度エコカー補助金
による反動減が出た時よりも良い状況となっている。（輸送用機
械器具）
・		消費税増分が仕入れ原材料に影響している。（漆器製造）

■非製造業
・		６月のセメント出荷は本年度に入り前年同月比12.2%と１割以
上増加をしたが、例年の出荷量と比べると低調に推移している。

（セメント卸）
・		増税後の回復がやや遅れた感はしたが、徐々に回復の兆し。楽観
は出来ないが白物商品が好調で、特にエアコン・冷蔵庫等の回復
が大変喜ばしい。逆にAV機器関連はやや低迷しており、４Kや
８Kテレビ需要に期待している。（機械器具）
・		先月より引き続きエアコンの在庫数が増加している。年々、梅
雨が長引いていることや、今年は冷夏ともいわれていることも
あってか、いまだ大きな動きが見られず苦戦している。また、最
近では国外メーカーが国内での展開を強化しているようで組合
員からの問い合わせも増えてきている。しかし、小売店は売り切
り業社ではないのでアフター・メンテナンス体制が整っていな
いメーカーの斡旋は、組合としてはお勧めしていない。（機械器
具小売）
・		６月はイベントを行ったが、天候が悪かったこともあり、昨年の
７割位の人出であった。（商店街）
・		増税後、６月に入りあまり良くない。（商店街）
・		売却希望物件は多いが購入客がいない。（不動産取引）
・		好調の旅館と不調の旅館で差がある。（宿泊）
・		先月に引き続き、大きな変化もなく推移している。（情報サービス）
・		業界全体の収益状況は厳しいに変わりないが、パート・アルバイ
トの求人も反応が悪く厳しい状況が続いている。（ビルメンテナ
ンス）
・		世間では昇給等景気の良い話題が飛び交っているが、建設業界
では手持ち工事が一段落している状況。仕事は欲しいが人材と
資機材不足で、仕事に結びつかないケースがある。（総合工事）
・		６月の軽油価格は３月比で５円近く値上がりしており、昨年の
６月に比べると10円近く高騰しているため、収益状況は厳しい。
（道路貨物運送）
・		燃料価格が依然として止まらない状況にあって、消費税増税後、
物流が停滞して運賃値上げを実施できない。（道路旅客運送）
・		原油価格の高騰により軽油価格の高騰が続いている。荷主への
運賃値上げ交渉も進展することなく経営を圧迫しており、この
ままではパンクしてしまう事業者が出てくるのではと危機感を
持っている。（道路旅客運送）
・		止まらない燃料高騰に苦慮している。（道路旅客運送）

平成25年度における中部地区の下請法の運用状況等について
　公正取引委員会中部事務所では、「平成25年度における中部地区の下請法の運用状況等」について公表しました。
◇下請法の運用状況

【書面調査の実施状況】
　下請法違反疑義事件については、下請事業者からの情報提供が期待しにくいことから、書面調査を定期的に実施
しています。平成25年度における書面調査実施状況については、以下のとおりです。
　対親事業者：  5,281名（製造委託等  4,015名、役務委託等1,266名）
　対下請事業者：33,526名（製造委託等26,157名、役務委託等7,369名）

◇その他の運用状況、詳細並びにお問合せは…　公正取引員会 事務総局 中部事務所 下請課
　電話：052-961-9424　　URL：http：//www.jftc.go.jp/regional_office/chubu/

書面調査の実施状況 措置件数

下請事業者に対する調査 役務委託等

40,000

33,784名 33,846名 33,526名
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33,784名 33,846名 33,526名
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0
100
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700
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親事業者に対する調査 製造委託等
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景況景況ウォッチ景況ウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチ 組合活性化情報

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H26.06 －23.3 7.1 8.3 －3.3 －40.0 －20.0 －25.0 －8.4 －31.7

DI値

H26.05 －18.3 －9.5 ±0.0 －5.0 －31.7 －16.6 －21.4 －8.3 －21.7

H26.05→H26.06 －5.0↓ 16.6↑ 8.3↑ 1.7↑ －8.3↓ －3.4↓ －3.6↓ －0.1↓ －10.0↓

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、「在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。

-90.0

-80.0

-70.0

-60.0

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

20.0

10.0

40.0

30.0 売上高
収益状況
業界の景況

H17.7.1 H18.7.1 H19.7.1 H20.7.1 H21.7.1 H22.7.1 H23.7.1 H24.7.1 H25.7.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）

〇平成26年６月期の前年同月比DI値をみると、「売上高」「収益状況」「業界の景況」ともに低下傾向が続く結
果となった。

〇「製造業」は、前月との比較で「売上高」「収益状況」「資金繰り」「設備操業度」が低下している。なお、
６月期の「在庫数量」はプラス値に転じており、４月期からの“消費税増税前の駆け込み需要対応のための
増産”により、今後は適正在庫の調整に入ると思われる。

〇「非製造業」は、前月との比較で「売上高」「取引条件」「収益状況」「資金繰り」「雇用人員」が低下しており、
特に運輸業では、原油価格高騰や運賃値上げ交渉の難航からくる経営の圧迫が懸念されている。

概　況

消費税増税後3ヶ月が経過し、“駆け込み需要”の反動から在庫数が増加している業種も
見受けれるとともに、原材料費、電気料金、ガソリン等の燃料費高騰が経営圧迫要因と
なっていると回答する業種も増加している。
また、厚生労働省が6月27日に発表した5月の有効求人倍率が1.09倍と、21年11カ月ぶ
りの高水準を示し、自動車や食料品などの製造業での人手不足感が懸念されているが、連
絡員からの回答では、非製造業（運輸業）の人出不足感がさらに深刻化している。
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仕事と介護の両立支援研修会ご案内

介護を抱える社員もいきいきと働ける職場へ。これ
からは、企業の経営戦略として、「仕事と介護の両立
支援」が必要です。ある日突然、社員が介護離職を
する前に･･･「仕事と介護の両立支援研修会」を開催
します！

【開催概要】
□日　時：平成26年９月12日（金）13：30より
□会　場：静岡県庁 別館２階 第一会議室A
　　　　　（静岡市葵区追手町９-６）
□対　象：企業経営者および人事労務担当者
□定　員：40名
　　　　　（定員に達し次第、締め切らせていただきます）
□主　催：静岡県（担当 労働政策課）

【プログラム】
□講　演：従業員が働きやすい職場づくりが企業の存続に

つながる（仮）
　講　師：加藤 文夫氏
　　　　　（元㈱Z会社長／静岡県教育委員会委員長）
□介護保険制度について／介護現場からの仕事と介護の両
立支援へのニーズ
　講　師：村松 眞美氏（浜松介護サポートりらねっと理事長）
□仕事と介護の両立支援に関する法制度と労務管理
　講　師：鳥山 茂（静岡県労働施策アドバイザー）
□静岡県の高齢化動向
　講　師：静岡県長寿政策課職員

【申込方法】
下記、問い合わせ先まで、必要情報をメールまた

はFAXでご送付ください。
◦企業・団体名　◦出席者（役職／御氏名）
◦連絡先（電話番号またはFAX番号／メールアドレス）
◦講師への質問事項（質問がある場合）
※�申込用紙をご希望の場合は、問い合わせ先までお申し付けく
ださい。

～明日の出勤が待ち遠しい。
そんな気持ちになれるよう～

就業支援局労働政策課
問い合わせ・お申し込み
静岡県経済産業部就業支援局労働政策課（担当：原）
TEL：054-221-2334　FAX：054-271-1979
E-mail：roufuku@pref.shizuoka.lg.jp

技を学ぶ 明日を開く テクノカレッジ若年者コース
入校生募集のお知らせ！

県立技術専門校「テクノカレッジ」は、静岡県が
設置する公共職業能力開発施設です。おおむね30歳
以下の方を対象にした若年者コースでは、平成27年
度入校生を募集（第1期・一般）します。高い就職率

（例年ほぼ100%）、多彩な資格取得、充実した設備など、
魅力あふれるテクノカレッジへの入校をお待ちしてい
ます！！

� フライス盤作業

【沼津テクノカレッジ】　TEL：055-925-1071
HP http://www.numazu-vtc.ac.jp/
募 集 科 機械技術科、電子技術科、情報技術科
定 員 各科20名
訓練期間 2年
募集期間 8月25日（月）〜9月11日（木）
選 考 日 9月19日（金）

【清水テクノカレッジ】　TEL：054-345-2032
HP http://www.shimizu-tc.ac.jp/
募 集 科 機械技術科、電気技術科、設備技術科
定 員 各科20名
訓練期間 2年
募集期間 9月16日（火）〜10月3日（金）
選 考 日 10月10日（金）

【浜松テクノカレッジ】　TEL：053-462-5602
HP http://www.hamamatsu-tech.ac.jp/
募 集 科 機械技術科、建築科
定 員 各科20名
訓練期間 1年
募集期間 8月18日（月）〜9月5日（金）
選 考 日 9月12日（金）

【共　　通】
検 定 料 2,200円

応募資格 �おおむね30歳以下で、技術・技能を身に
付けて就職する意欲のある方

応募手続

�平成27年3月高校卒業見込の方は、テクノ
カレッジに、それ以外の方は、住所地を管
轄するハローワークに応募書類を提出して
ください。
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静岡労働局からのお知らせ

マザーズハローワーク静岡がOPENしました！ 職業安定課
℡054-271-9950

労働安全衛生法が改正されます　（公布日　平成26年6月25日）
～最近の労働災害の状況を踏まえ、労働災害の未然防止のための仕組みを充実～

健康安全課
℡054ｰ254ｰ6314
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今
年
六
月
、
通
常
総
会
で
中
央
会
の
新

会
長
に
就
任
し
た
。
平
成
一
七
年
に

本
会
理
事
、二
一
年
よ
り
副
会
長
を
歴
任
し
、

そ
の
間
、
本
県
経
済
と
組
合
の
あ
り
方
を
見

つ
め
て
き
た
。

「
景
気
は
上
向
き
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
企
業
に
比
べ
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
先
行
き
不
透
明
感
が
強
い
。
企
業
全
体
の

う
ち
九
割
を
占
め
る
中
小
企
業
。
中
小
企
業

が
元
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
日
本
は
元
気
に

な
り
ま
せ
ん
。
会
長
と
い
う
重
責
に
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
」。
か
つ
て
は
大
企
業

追
従
型
の
景
気
回
復
も
、
近
年
は
国
際
化
の

進
展
を
背
景
に
進
む
な
ど
従
来
の
傾
向
は
あ

て
は
ま
ら
な
い
。
支
援
機
関
の
存
在
意
義

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
し
て
い
る
と
指
摘

す
る
。

「
電
気
料
金
や
燃
料
費
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
、

人
手
不
足
な
ど
業
界
や
企
業
は
数
々
の
難
問

を
抱
え
て
い
ま
す
。
葛
藤
す
る
現
場
の
声
に

耳
を
傾
け
、課
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
す
る
。

組
合
を
通
じ
県
下
を
広
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
中

央
会
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
活
か
し
、
そ
の
使
命

を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

建
設
機
械
、
自
動
車
検
査
装
置
の
製
造
を

営
む
丸
善
工
業
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
会

長
。
中
小
企
業
経
営
者
と
し
て
、
さ
ら
に
付

け
加
え
る
。

「
中
小
企
業
は
、
経
営
に
必
要
な
情
報
量

が
不
足
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
補
助
金
情
報
。

各
省
庁
で
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
制
定
さ
れ
、

活
用
次
第
で
は
企
業
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る

チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り
ま
す
。
情
報
を
有
効
活

用
す
る
た
め
、
経
営
者
は
視
野
の
広
い
経
営

感
覚
が
必
要
。
中
央
会
に
は
情
報
発
信
す
る

だ
け
で
な
く
、
活
用
・
運
用
の
支
援
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
」。

一
方
で
、
小
規
模
事
業
所
の
減
少
を
危
惧

す
る
。

「
昔
は
う
ち
の
協
力
先
で
も
”こ
れ
を
一

個
つ
く
っ
て
く
れ
“
と
頼
む
と
、
二
つ
返
事

で
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
が
、
今
で
は
そ

う
し
た
企
業
が
後
継
者
難
な
ど
で
減
っ
て
い

ま
す
。
機
械
を
使
っ
た
量
産
加
工
が
で
き
て

も
職
人
技
術
、
も
の
づ
く
り
の
底
辺
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。
街

の
小
売
商
業
者
も
同
様
。
自
分
の
と
こ
ろ
で

売
っ
た
製
品
で
な
く
て
も
面
倒
を
見
て
く
れ

る
、
と
い
っ
た
小
回
り
の
き
い
た
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
行
な
う
店
が
減
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
に
も
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
た

ら
」
と
組
合
が
担
う
役
割
を
訴
え
る
。

理
事
長
を
務
め
る
三
島
工
業
団
地
協
同
組

合
に
お
い
て
も
組
合
員
の
連
携
を
視
野
に
入

れ
た
新
た
な
価
値
づ
く
り
を
模
索
中
で
あ
る
。

「
組
合
員
相
互
で
情
報
を
共
有
す
る
だ
け

で
も
価
値
は
大
き
い
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
一

歩
踏
み
込
み
新
し
い
も
の
を
生
み
出
さ
ね

ば
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
性
あ
る
企
業
同
士

の
本
気
の
ぶ
つ
か
り
合
い
や
リ
ス
ク
を
負
っ

て
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
責
任
者
の
存

在
が
必
要
」
と
持
論
を
述
べ
る
。
青
年
部
の

活
動
に
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
。

多
忙
の
中
で
も
時
間
を
や
り
く
り
し
、
趣

味
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
を
楽
し
む
。
毎
週
日
曜
の

レ
ッ
ス
ン
の
ほ
か
、
仲
間
で
結
成
し
た
バ
ン
ド

で
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ
、
古
い
ア
メ
リ
カ

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
を
披
露
す
る
。

「
自
分
達
が
楽
し
み
な
が
ら
、
皆
さ
ん
に

も
楽
し
ん
で
戴
け
る
演
奏
を
続
け
る
こ
と
が

夢
」
と
話
す
。
今
後
、
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護

施
設
を
慰
問
し
て
の
演
奏
会
を
計
画
中
だ
。

静岡県中小企業団体中央会
諏訪部敏之 会長

6月に中央会会長に就任

「 中小企業を
元気にしたい」
現場重視で新たな価値づくりを

組合活性化情報
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静岡県中小企業団体
中央会

ものづくり支援センター

平野 拓

〜
自
己
紹
介
〜

平
成
二
六
年
四
月
に
中
央
会
に
入
会
し
、
も
の
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
平
野
拓
で
す
。

前
職
で
は
県
内
の
金
融
機
関
に
勤
め
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
中

小
企
業
の
皆
様
の
と
こ
ろ
に
訪
問
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
頃
か

ら
静
岡
県
内
の
中
小
企
業
の
技
術
力
の
高
さ
に
は
驚
い
て
い
ま
し

た
。中

央
会
で
は
も
の
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
属
と
な
っ
た
た

め
、
引
き
続
き
中
小
企
業
の
皆
様
の
と
こ
ろ
に
お
伺
い
で
き
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
巡
回
等
を
通
じ
、
お
会
い
す

る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
指

導
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

四
月
に
入
会
し
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
も
多
々
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
中
央
会
に
ふ
さ
わ
し
い
職
員
と
な

れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
組
合
、
組
合
員
の
方

た
ち
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

先日、組合の周年事業の取材に伺った際に落
語を聞く機会に恵まれました。時間があると、父
親の落語のLPレコードを聴いたり、日曜の夕方は
「笑点」を見たりと、あまり詳しくはないのです
が興味を持っています。イマドキのコントや漫才
よりも、落語に興味があるのは年齢のせいでしょ
うか…。
「真打」と呼ばれる落語家になるまでには、ネ
タの練習以外にも、礼儀や作法など相当の修業

が必要であることと思います。
座布団の置き方一つでも、縫い目のない一辺

をお客様に向けるのがマナーだそうで、「お客様
と縁が切れませんように」という願いが込められ
ているのだそうです。
泣くほどの努力と心配りが人を笑わせ、人を幸
せにする。落語という『話芸』がますます好きに
なり、日本の誇りだと感じました。
「落ち」のない話で、どーもすみません。 （押尾）

読者プラザ

中小企業静岡8月号（通巻729号）
● 発行人 ／ 静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
   東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
   西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
● 中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス m-osuo@siz-sba.or.jp
 皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）
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